
 
 

令 和 ６ 年 度  

 

 

＜ 言語聴覚学科 ＞ 入学試験問題 

 

英 語 ・ 国 語 
 

 

 

試  験  時  間   90分  

 

(注 意 ）  

１ 試 験 官 の指 示 があるまで， 問 題 用 紙 及 び解 答 用 紙 に触 れないでください。 

２ 英 語 の問 題 は１ 頁 から10頁 ， 国 語 の問 題 は12頁 ～ 2２ 頁 に印 刷 されています。 

３ 解 答 用 紙 に氏 名 ， 受 験 番 号 及 び受 験 科 目 名 を記 入 してください。 

４ 解 答 方 法 は次 のとおりです。 

例  〔 １ 〕 埼 玉 県 の県 庁 所 在 地 として正 しいものを１ つ選 び， 記 号 で答 えなさい。 １   

①前 橋 市    ②甲 府 市    ③さいたま市    ④横 浜 市    ⑤千 葉 市  

この〔 １ 〕 の正 答 は「 ③さいたま市 」 ですから， 解 答 用 紙 の解 答 番 号 １ の横 に並 んで

いるマーク欄 の中 の「 ③」 を， 鉛 筆 またはシャープペンシルで「 ●」 のように塗 りつぶ

してください。 

５ 机 の上 に鉛 筆 ， シャープペンシル， 消 しゴム， 時 計 （ 辞 書 ・ 計 算 ・ 通 信 機 能 のついてい

ないものに限 る） ， 受 験 票 以 外 は置 かないでください。 

６ 受 験 票 は番 号 札 の手 前 に置 いてください。 

７ 常時マスクを着 用 してください。ただし， 本 人 確 認 の際 に， 試 験 官 の指 示 によりマスク

を外 していただくことがあります。 

８ ハンカチ， ティッシュペーパーを使 用 する者 は， 静 かに挙 手 をして， 試 験 官 の指 示 に

従 ってください。 

９ 試 験 中 の途 中 退 室 は認 めません。ただし， 気 分 が悪 くなったり， トイレへ行 きたくなっ

た者 は， 静 かに挙 手 をして， 試 験 官 の指 示 に従 ってください。 

10 試 験 問 題 に関 する質 問 は一 切 受 け付 けません。 

11 試 験 終 了 後 ， 試 験 問 題 は持 ち帰 って結 構 です。

後 期  



 
 

 



1 
 

第 1 問  英 文 中 の空 欄  １ ～  ６ を埋 める語 句 として最 も適 切 なものを， それぞれ

①～ ⑤より１ つずつ選 び， 記 号 で答 えなさい。 

 

(1) The party is  １  this weekend. 

 

① hold ② held ③ holding 

④ to be held ⑤ to be holding 

 

 

(2) I would  ２  this movie. 

 

① rather see not ② rather not see ③ not rather see 

④ not see rather ⑤ see rather not 

 

 

(３ )  ３  hard he studied, he got bad grades. 

 

① whatever ② whenever  ③ wherever   

④ whoever ⑤ however 

 

(4) It’s still unclear if he  ４  for the leader. 

 

① run ② runs ③ ran 

④ will run ⑤ had run 

 

 

(5)  ５  students in my class looked older than me. 

 

① Almost ② Almost of ③ Almost all the 

④ Most of ⑤ Most the 

 

 

(６ ) I recommended that she  ６  on time to the meeting. 

 

① come ② comes ③ came 

④ will come ⑤ would come  



2 
 

第２問  次の英文を読んで，以下のＡ～Ｃの問いに答えなさい。 ７ ～  12  

（本文中の＊印の語（句）は，（注）を参照すること。）  

 

 

 

 

この文章は著作権上の都合により公開できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(足立恵子『 英語で比べる「世界の常識」』) 
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＊（注）  abide by：遵 守する  turnstile：回転扉  glaring：目立った 

 chaotic:混沌とした  

 

Ａ  英 文 中 の空 欄  ７ ～  10 を補 うものとして， 最 も適 切 なものはどれか。①～ ⑤か

ら１つ選び，記号で答えなさい。 

 

 ７   

① who    

② why    

③ what   

④ where  

⑤ which  

 

 ８   

① responsive    

② responsively   

③ responsible    

④ responsibly    

⑤ responsibility  

 

 ９   

① advance 

② brief  

③ detail 

④ haste  

⑤ truth 

 

 10  

① difficult  

② foolish 

③ new 

④ rude 

⑤ wise 
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Ｂ  文中 下線部 (a)が指すものとして，最も適 切なものはどれか。①～⑤から１つ選び，記号

で答えなさい。 11  

 

① people don't build a ticket gate 

② people can get on a train without a ticket 

③ the subway has become much cleaner and safer than it used to be 

④ crimes occur in the late hours of the night, when few people are 

around 

⑤ people don't buy a ticket but a coin called a token, which is used 

to pass through the turnstile 

 

 

Ｃ  本文の内容と合致しないものはどれか。①～⑤から１つ選び，記号で答えなさい。 

 12  

 

① ドイツの市 内 電 車 や地 下 鉄 で無 賃 乗 車 をした場 合 、運 賃 の何 十 倍 もの罰 金 を科 せ

られる。 

② ロンドンの地 下 鉄に爆破 予告 が出ると電 車はすぐにストップし、地 下鉄 の出口はバス

やタクシーに乗ろうとする人々でいっぱいになる。 

③ ドイツでは、ホーム上の自動販売機で切符を買 い、同じ場所にある別の機械でスタン

プを押して改札を行っている。 

④ ヨーロッパの鉄 道 では、日 本 のように「 入 場 券 」 を買 わなくても改 札 口 の中 には誰 で

も入ることができる。  

⑤ ニューヨークの地 下 鉄は、切 符 を買 うのではなく「 トークン」というコインを買 って改 札

を通る。 
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（次のページに続きます）  
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第３問  次の英文を読んで，以下のＡ・Ｂの問いに答えなさい。 13 ～  20  

 

 

 

 

この文章は著作権上の都合により公開できません。 
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(松尾正信『マインドフルネス：沈黙の科学と技法』) 

 

 

Ａ  文 中 下 線 部 (1)～ (5)の文 脈 上 の意 味 として， 最 も適 切 なものはどれか。①～ ④から１

つずつ選び，記号で答えなさい。 

 

(1) boost  13  

 

①  to make something less    

②  to increase or improve something   

③  to say what you think will happen in the future 

④  to study something in a systematic and careful way   

 

 

(2) reliance  14  

 

①  a request to make, supply, or deliver goods  

②  the state of depending on or trusting in something    

③  a helpful or good effect, or something intended to help 

④  the process of changing something into a different form 

  



8 
 

(3) endure  15  

 

①  to stay away from something 

②  to defeat or succeed in controlling or dealing with something 

③  to express a negative emotion in a forceful and often unfair way 

④  to be in a difficult or painful situation for a long time without 

complaining 

 

 

(4) swift  16  

 

①  carefully considering things    

②  happening or done quickly and immediately   

③  not supporting any of the sides involved in an argument   

④  moving, happening, or doing something without much speed  

 

 

(5) outweigh  17  

 

① to be greater or more important than something else    

② to attract attention to or emphasize something important   

③ to make or become less severe, difficult, unpleasant, painful   

④ to balance one influence against an opposing influence, so that 

there is no great difference as a result  
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Ｂ 次の(1)～(3)の各 問いに答えなさい。 

 

(1) 次 のⅠ， Ⅱの英 文 に関 して， 本 文 の内 容 と照 らして正 しいものには〇， 間 違 っているも

のには×を付 した場 合 の組 み合 わせとして適 当 なものを， ①～ ④から１ つ選 び， 記 号 で

答えなさい。 18  

 

  Ⅰ The mindset that the working mentality in the workplace is the 

same as at home remains in Japan. 

  Ⅱ The use of Agile has led to a growing need to support individuals 

involved in long-term projects by offering training for self-care 

and maintenance.  

 

 ① Ⅰ 〇 Ⅱ 〇 

 ② Ⅰ 〇 Ⅱ × 

 ③ Ⅰ × Ⅱ 〇 

 ④ Ⅰ × Ⅱ × 

 

 

(2) 次 のⅠ， Ⅱの英 文 に関 して， 本 文 の内 容 と照 らして正 しいものには〇， 間 違 っているも

のには×を付 した場 合 の組 み合 わせとして適 当 なものを， ①～ ④から１ つ選 び， 記 号 で

答えなさい。 19  

 

  Ⅰ Individuals should choose to practice mindfulness so that 

mindfulness can be adopted at the corporate level.  

  Ⅱ The author thinks that it is a kind of a mindfulness that each 

individual deserves the respect and consideration of others in 

their workplace.  

 

 ① Ⅰ 〇 Ⅱ 〇 

 ② Ⅰ 〇 Ⅱ × 

 ③ Ⅰ × Ⅱ 〇 

 ④ Ⅰ × Ⅱ × 
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(3) 次 のⅠ， Ⅱの英 文 に関 して， 本 文 の内 容 と照 らして正 しいものには〇， 間 違 っているも

のには×を付 した場 合 の組 み合 わせとして適 当 なものを， ①～ ④から１ つ選 び， 記 号 で

答えなさい。 20  

 

  Ⅰ The success of a project is determined by the participation of 

each project member is one of Agile’s philosophy.  

  Ⅱ Until quite recently, standard practices in IT routinely required 

working late into the night to meet deadlines and demands 

without question, which may sound basic. 

 

 ① Ⅰ 〇 Ⅱ 〇 

 ② Ⅰ 〇 Ⅱ × 

 ③ Ⅰ × Ⅱ 〇 

 ④ Ⅰ × Ⅱ × 
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（国語の問題は次のページから始まります）  
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第

問 

次

文
章

読

後

問

答

 

21 
 

26 
 

      

文
章

著
作
権
上

都
合

公
開

 

   

                         



13 

 

 
 

                                    



14 

 

 
 

   

 

  

問

 

文
中
傍
線
部
①
伝
播

偶
発

関

最

適
切

1

選

記
号

答

 
21 

 

 

① 

国
特
有
の
問
題

 

② 

伝
播

伝
承
と
対
の
概
念

 

③ 

伝
播
と
伝
承
の
区
別

時
間
的
経
過
を
要

伝
承

 

④ 

あ
る
事
象

同
じ
事
実
が
他
地
方

場
合

で
は
な
く
偶
発

が
生

 

⑤ 

あ
る
文
化
は
伝
播

偶
発

 

  

問

 
 

Ⅰ 

入

接
続
詞

最

適
切

1

選

記
号

答

 

22 
 

 

① 
 

② 
 

③ 
 

④ 
 

⑤ 
 

  
 



15 

 

 
 

 

文
中

 
 

 
 

以
下

（a）

（ e）

文
章

1

当

場
合

 

 
 

と 

エ 

入

最

適
切

組

合

1

選

記
号

答

 

23 
 

 

(a) 

筒
袖

つ
つ
そ
で

着
物

手

動

都
合

二
枚
以
上

着

自

由

動
作

 

(b) 

袖

見

広

地
域

分
布

 

（ ｃ ） 

寒

地
方

上

一
枚

袖

考
案

程
度

集

団

他

教

単
独

考

出

 

（ ｄ ） 

限
定

程
度

歴
史
的

序
列

考

問
題

袖

要
求

条
件

以
上

伝
播

言

 

（ e） 

限
定

東
京

袖

子

着

女
性

若

男

着

少

感

地
方

 

 

 

① 
 

(a) 
 

 

(b) 
 

② 
 

(a) 
 

 

（ ｄ ） 

③ 
 

(b) 
 

 

(a) 

④ 
 

(b) 
 

 

（ ｃ ） 

⑤ 
 

(b) 
 

 

（ ｄ ） 

   

文
中

 

Ⅱ 

入

文
章

最

適
切

選

記
号

答

 

24 
 

 

① 

渡

 

② 

国
内

伝
播

国
外

伝
播

 

③ 

国
内
独
自
の
文
化
は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
だ 

④ 

最
初
の
人
間
は
ど
ん
な
人
間
か
と
い
う
こ
と
だ 

⑤ 

受
容

受

態
勢

 

 
 



16 

 

 
 

 

文
中
傍
線
部
②
鼎

軽
重

意
味

関

最

適
切

選

記
号

答

 

25 
 

 

① 

古

事
柄

学
説

研
究

現
代
的

意
義

見
出

 

② 

人

実
力

権
威

疑

侮

 

③ 

目
的

達
成

方
法

誤

 

④ 
曲

迎
合

 

⑤ 

自
分

考

固

守

屈

 

  

問

 

筆
者

考

民
俗
学

本
文

内
容

明

合
致

選

記
号

答

 

26 
 

 

① 

単
数
民
族
を
対
象
と
す
る

 

② 

民
族
文
化
を
研
究
対
象

 

③ 

国
内
で
の
事
実
を
根
拠

 

④ 

過
去
に
遡

思
考
を
巡

 

⑤ 

歴
史
を
研
究
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次

文
章

読

後

問

答

 

27 
 

34 
 

      

文
章

著
作
権
上

都
合

公
開

 

                            



18 

 

 
 

                                    



19 

 

 
 

                 

減
少―

縮
減

未
来

課
題

探

 

 
 



20 

 

 
 

 

文
中
傍
線
部
①

意
味

近

語
句

最

適
切

選

記
号

答

 

27 
 

 

① 

概
算 

② 

逆
算 

③ 
算 

④ 

算 

⑤ 

累
算 

  

問

 
 

Ⅰ 

入

接
続
詞

最

適
切

選

記
号

答

 

28 
 

 

① 
 

② 
 

③ 
 

④ 
 

⑤ 
 

  

 

文
中

 
 

 
 

漢
字

文
字

当

そ
の
組
み
合
わ
せ

最

適
切

選

記
号

答

 

29 
 

 

① 
 

短 
 

 

早 
 

 

高 

② 
 

短 
 

 

短 
 

 

高 

③ 
 

短 
 

 

短 
 

 

低 

④ 
 

長 
 

 

長 
 

 

高 

⑤ 
 

長 
 

 

遅 
 

 

低 

   
 



21 

 

 
 

 

以
下
の
文
章
の
空
欄 

あ 
 

 

の
語
句

二
種
類
の
語
句
が
入

他

と
異
な
る
語
句
が
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
切

選

記
号
で
答

 

30 
 

 

① 
 

② 

い 

③ 

う 

④ 

え 

⑤ 

お 

  

 
 

Ⅱ 

に
入
る
文
章
と
し
て

最
も
適
切

つ
選

び

記
号
で
答
え
な
さ
い 

31 
 

 

① 

下
剋
上 

② 

優
勝
劣
敗 

③ 

骨
肉

争

 

④ 

最
終
的

勝
者

戦

 

⑤ 

大
都
市
地
域

限
界
自
治
体

壊
滅 

  

 

文
中
傍
線
部
②

関

筆
者

論

課
題

考

最

適
切

選

記
号

答

 

32 
 

 

① 

経
済
の
規
模
は
消
費
需
要
の
大
き
さ
に
比
例

消
費
需
要
全
体
が
停
滞
・
縮

減

 

② 

生
産
人
口
の
減
少
は
全
体
の
税
収
の
減
少

財
政
危
機
が
生
じ
る
た
め

所
得
の
再
配
分
の
方
法
を
見
直

 

③ 

自
然
環
境

生
態
学
的
な
バ
ラ
ン
ス
が
崩

野
生
動
物
の
異
常
繁
殖
や
人
間
の

生
活
圏
へ
の
侵
入
が
起

 

④ 

海
外
か
ら
の
労
働
力
の

の
受
け
入
れ
と
い
う
形
で
国
際
人
口
移
動

が
進

 

⑤ 

様
々
な
社
会

間
の
人
口
構
成
が
変
化
す

一
人
一
票
の
原
則
や
多
数

決
原
理
を
守

格
差
を
解
消
す
べ
き
で
あ
る

 

 
 



22 

 

 
 

 

本
文
の
内
容
と
合
致

２
つ
選

記
号
で
答

 

 

33 
 

 

34 
 

 

① 

社
会
資
本
の
蓄
積
や
社
会
的
生
産
の
拡
大

継
続
的
な
人
口
増
加
の
前
提
と
い
え
る

 

② 

人
口
が
増
加
す
る
場
合
は
先
行
投
資
の
回
収
が
可
能

人
口
が
減
少
す
る
場

合
は
不
可
能

 

③ 

人
口
増
加
社
会

人
口
減
少
社
会

比

社
会
的

高

 

④ 

大
都
市
地
域

若

人
口

構
造
的
流
入

人
口
減
少

最

遅

要
因

 

⑤ 

人
口
減
少

止

諦

人
口
減
少

発
生

様
々

課
題

対
応

重
要



令和 6 年度 言語聴覚学科 学力試験（後期・英語）解答 

 

第１問 

問題番号 解答番号 正答 配点 

(1) １  ④ 4 

(2) ２ ② 4 

(3) ３ ⑤ 4 

(4) ４ ④ 4 

(5) ５ ③ 4 

(6) ６ ① 4 

第２問 

Ａ 

７ ④ 4 

８ ③ 4 

９ ⑤ 4 

10 ⑤ 4 

Ｂ 11 ④ 7 

Ｃ 12 ③ 7 

第３問 

Ａ 

13 ② 5 

14 ② 5 

15 ④ 5 

16 ② 5 

17 ① 5 

Ｂ 

18 ④ 7 

19 ③ 7 

20 ② 7 

 100 

 



 
 

令和６年度 言語聴覚 学科 学力試験（後期 ・ 国語）解答  

 

問題番号  解答番号  正答 配点 

第１問 １  21 ⑤ 7 

 ２  22 ② 7 

 ３  23 ③ 7 

 ４  24 ① 7 

 ５  25 ② 7 

 ６  26 ④ ７  

第２問 １  2７  ④ 7 
 

２  28 ① 7 

 ３  29 ② 7 

 ４  30 ⑤ 7 

 5 31 ④ 7 

 6 32 ⑤ 7 

 ７  3３  ① ８  

 

 

34 ④ ８  

 ― ― 合計 100 

※解答番号３３と 34 はそれぞれ順不同 


